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典」作成のための











































































a e ë: i ï u ü: （o）
ア エ エ˚ー イ  イ˚ ウ ウ˚ー オ
ha he * （hi） * - - ho
ハ ヘ （（ヘェ˚ー ）） ヒ （（ヒィ˚）） ホ
ka ke kë: ki kï ku kü: ko
カ ケ ケェ˚ー キ キィ˚ ク クゥ˚ー コ
ga ge gë: gi gï gu gü: go
ガ ゲ ゲェ˚ー ギ ギィ˚ グ グゥ˚ー ゴ
ta te - ti - tu - to
タ テ ティ トゥ ト
da （de） - di - du - （do）
ダ デ ディ ドゥ ド
- （ce） cë: ci cï cu cü: -
ツェ ツェ˚ー チ ツィ˚ ツ ツゥ˚ー
sa （se） së: si sï su sü: （so）
サ セ セェ˚ー シ スィ˚ ス スゥ˚ー ソ
（za） （ze） zë: zji/zi zï zu zü: （zo）
ザ ゼ ゼェ˚ー ジ／ズィ ズィ˚ ズ ズゥ˚ー ゾ
ra （re） - ri - ru - （ro）
ラ レ リ ル ロ
na （ne） - ni - nu - （no）
ナ ネ ニ ヌ ノ
fa * * fi （fï） fu * *
ファ （（フェ））（（フェ˚ー ）） フィ フィ˚ フ （（フゥ˚ー））（（フォ））
va * * vi vï vu * *
ヴァ （（ヴェ））（（ヴェ˚ー ）） ヴィ ヴィ˚ ヴ　　 （（ヴゥ˚ー））（（ヴォ））
pa （pe） * pi pï pu * （po）
パ ペ （（ペェ˚ー ）） ピ ピィ˚ プ （（プゥ˚ー）） ポ
ba （be） bë: bi bï bu bü: （bo）
バ べ ベェ˚ー ビ ビィ˚ ブ ブゥ˚ー ボ
ma me * mi mï mu * （mo）
マ メ （（メェ˚ー ）） ミ ミィ˚ ム （（ムゥ˚ー）） モ
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ja ヤ je イェ ju ユ jo ヨ wa ワ we ウェ
hja ヒャ - * （（ヒュ）） * （（ヒョ））
（kja） キャ - kju キュ kjo キョ
* （（ギャ）） - * （（ギュ））（gjo） ギョ
cja チャ * （（チェ）） cju チュ cjo チョ
sja シャ sje シェ sju シュ sjo ショ
zja ジャ * （（ジェ）） zju ジュ zjo ジョ
* （（リャ）） * （（リェ）） rju リュ rjo リョ
* （（ニャ）） * （（ニェ）） nju ニュ * （（ニョ））
pja ピャ - * （（ピュ）） pjo ピョ
（bja） ビャ - bju ビュ bjo ビョ
* （（ミャ）） - mju ミュ * （（ミョ））
q [p, f, v, s, ə, k, t, d, l] N [n~ɲ, ŋ, （m）] M [m] L [l]





　　Ⅰ類 A  kak~ï 書ク、 kak~aN 書カヌ、 kak~iqti: 書イテ
 B  pus~ï 干ス、 pusj~aN 干サヌ、 pus~iqti: 干シテ
 C  tuL~Ø 取ル、 tur~aN 取ラヌ、 tur~iqti: 取ッテ
 D  fu:~Ø 食ウ、 fa:~N 食ワヌ、 fe:~qti: 食ッテ
 D’ （仲筋） kau~Ø 買う ka:~N 買ワヌ ke:~qti: 買ッテ
  （塩川） ko:~Ø  〃 ka:~N　 〃 ke:~qti:   〃
　　Ⅱ類   uki~L 起キル, uki~N 起キヌ、 uki~qti: 起キテ
　　Ⅲ類   kï:~Ø 来ル, ku~N 来ヌ、 ki:~qti: 来テ
２-３　並び、項目などについて
　見出し語の並びについて、「ア（a）・アー（a:）・イ（i）・イー（i:）・イ （゜ï）・イ゜ー （ï:）・












　　例） 　キィ ヌ゜ー　アガ　シュバン　ブタり 　゜ピィ ト゜ー、バガ　ウットゥ





　例） 　アシュガドゥ　アティ　ガバ　アラン． ― ア、ツィ フ゜ータカーユ．












































　　   　アー、クレー　ククルミードゥ　ミーズィ゜ー 　/a:,　kure:　kukurumi:-du　mi:-
zï:/　ああ、これは（ちょっと）試してみよう。（『民』｢カニツミガウェーニ｣）
③相手の発話を受け、それを肯定する、また納得したことを表す。ああ。ええ。
　例） 　A；タウ　アリー．―　B；ミガガ　んマガ．― A；アー．　/A；tau　ari:. ― B；
miga-ga  Mmaga.　― A；a:. /　 ｢（その子は）誰？｣ ― ｢ミガの孫。」― ｢ああ。」
④単なる相槌。ああ。
　例）　アー　アンシーナ　/a:　aNsi:=na/　ああ、そうですか。





















例） 　アーイー、 アンシードゥ　アタり ナ゜ー　/a:i:,　aNsi:-du　a-taL=na:/　ああそうか、
そうだったのか。



























maN/　ああもう！私はそれはしたくない。 ｛ 直）それをばしない ｝
















































　　  　んメ　ウマカラ　カユー　ピィ ト゜ゥヌ　んメー、ティーユ　アーシャングトゥナ











　　  　ビィ ン゜ヌ　フタウ　アーシーミール　/bïN-nu　futa-u　a:si:　mi:ru/　ビンのふ
たを合わせてみろ。
④数・量を合算する、合計する。

















　例） 　ウトゥり グ゜トゥン　アーシー　ミーり バ゜ドゥ　ウムクトー　ンディり゜




例）　 ムツィ゜ー グーユ　アースィ 　゜/mucï:gu:-ju　a:sï/　餅の粉をこねる　













例） 　トーティー　ピラフヌ　バーン、ドゥーガ　ッファンヤ　アースィ ギ゜ィ ン゜ヤ　ナ
ナツィ 　゜ヤーツゥ゜ー 　キィ シ゜ー、 ヌフーヌフ　シー、 /to:ti:　pirafu-nu　ba:-
N,　du:-ga　qfa-N-ja　a:sïgïN-ja　nanacï　ja:cü:　kïsi:,　nufu:nufu　si:,/　大変な寒さ
のときに、自分の子には袷着物を７つ８つ着せて、暖かくして、｛ 直）~自分の子には袷
着物は７つ８つを着せて~ ｝ （『民』｢袷と蓑笠｣ <音>）
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アースィ ズ゜ィ 　゜ [a▲▼sïzï]　　名詞
　粟粒。粟の実のつぶ。
例） 　アースィ ズ゜ィ ヌ゜　スィ ケ゜ーリーり  ゜/a:sïzï-nu　sïke:ri:L/　粟粒が散らばってい
る。


































例） 　シューガドゥ　カナアんニー　アートゥり シ゜ーナウ　ツィ ッ゜フィー　ワーリー
り  ゜/sju:-ga-du　kanaaM-ni:　a:tuLsi:na-u　cïqfi:　wa:ri:L/　おじいさんが金網で泡取
り用のふるいを作りなさっている。
アーヌ イ゜ー 　　[a▲▼nɯ ï▲▼]　　名詞
【粟の飯】粟をそのまま炊いたもの。粟ご飯。
例） 　キューヤ　アーヌイ゜ー ユ　ファーズィ゜ー 　/kju:-ja　a:nu-ï:-ju　fa:-zï:/　今日は粟
ご飯を食べる（ぞ）。








例） 　ニツィ バ゜　シー　ニニー　ブり 　゜ッファン　アーヌ ユー　ファースィ タ゜り゜




























んやりしているんだ。｛ 直） どうして<気の抜けたさま>をしているから ｝
アーマグイ 　゜　[a▲▼magɯï]　　名詞　
　同じことを何度も何度も繰り返して、諭し聞かせること。小言。（？）
例） 　ケー　カレー　イツィ マ゜イ　アーマグイ バ゜　シーり 　゜/ke:　kare　icïmai　a:maguï-
ba　si:L/　ああ、あの人はいつも小言を言っている。




例） 　カナガイヤ、アーミスゥ゜ー ドゥ　ツィ ッ゜フィー、ユントゥバカり ヌ゜　カミヌ　ナ
ナツ　ヤーツ　ツィ ッ゜フィー　カジャり タ゜リードゥ、/kanagai-ja,　a:misü:-













例） 　カり ガ゜マイドゥナー、アンシヌ　クトゥー　スィ゜ー 、アーラ　/kaL-ga-mai-du 
=na:,　aNsinu　kutu:　sï:,　a:ra/　あの人があんなことまでできるの！？　まあ！ 
｛ 直）あれがね、あんなことをする！？ まあ ｝















































　例） 　ッファガラシャヌ　タバり ト゜ゥイ　ウプガヌ　ツィ ヌ゜ー、パッタガパッタ






　　   　イキッティー　キィ゜ー 　アイヤ　クマン　マティーリヨー /ikiqti :　kï:　ai-ja 
kuma-N　mati:ri=jo:/　（私が）行って（戻って）来る間、ここで待っていろよ。
③モノゴトを隔てる、空間的あるいは時間的なあきま。
　例） 　 ア ー ヌ 　 タ ネ ー　 サ ン メ ー ト ル ヌ 　 ア イ ウ 　 ト ゥ リ ー　 マ キ ヨ ー　/a:-
nu　tane:　saN-me:toru-nu　ai-u　turi:　maki=jo:/　粟の種は、３メートル（ぐら
い）のあいだを空けて播きなさいよ。
　　   　パルワジャヌ　アイン　ヤミー　ニニーり 　゜ッファ　ミーガ　イキィ タ゜り゜
　　   /paru-wazja-nu　ai-N　jami:　nini:L　qfa　mi:-ga　ikï-taL/　畑仕事のあいまに、
病気で寝ている子供（の様子を）見に行った。
④モノゴトとモノゴト、またヒトとヒトとの相互の関係。
　例） 　ウキィ ナ゜ーンケー　イキィ 　゜ブッサティーヌ　カタキィ ム゜トゥ、スィ マ゜カ












　例） 　ムラピィ ト゜ゥヌ　アインヤ　んメ　ミィ゜ー 　ヤクニンヌ　パナスィ ヌ゜
















































t u　c j u : k u　a i t i　s ï :　n i N g i N - n u　M m e - u b a :　M : n a　t a i z i - u　s i : 
suti:　wa:L/　（そこへ）行って、自分に強く立ち向かうものは全員退治して捨てなさった。
｛ 直） ~自分と強く相手（を）する人間たちをみな退治をして捨てなさる ｝　（『民』「イグントリ
ナナツ」）
　　   　シーミーティーヤ、シーミーティーヌ　ピィ ト゜ゥヌ　ナードゥ　アリー　ワー





　例） 　ナマカラー　トーケーグラスィ 　゜アリー、トーティー　アイティウ　タスィ カ゜































例） 　ズィ゜ー ヌ　んマヌパヌ　カタカラ、ピィ ト゜ゥカラヌ　ピンダヌ　ッファヌ　クマ
リー　キィ バ゜、 ｢アイヨーサー｣ ティー　ミー　ブり バ゜ドゥ、/zï:-nu　Mmanupa-
nu　kata-kara,　pïtu-kara-nu　piNda-nu　qfa-nu　kumari:　kï-ba　“aijo:sa:” 
–ti:　mi:　buL-ke:,/　畑の東南の方から、一匹の山羊の子が（畑の中へ）入って来た



















　例） 　ツィ゜ー ヌ　アイり 　゜/cï:-nu　aiL/　乳がしたたり落ちる。
　　  　んークヌ　アイり ケ゜ガミ　スティ　ウキィ タ゜り ！゜ ヌスタイ　ペーぺー










例） 　 ア ガ 　 ク ン ケ 　 ア イ ん メ 　 カ レ ー　 キ ー　 ブ タ り 　゜/a -ga　ku-N-ke : 
aiMme　kare:　ki:　bu-taL/　私が来ないうちにもう、彼は来ていた。









例） 　ウリ、 キチギヌ　アイ イ゜ルン　シュマリーり シ゜ャー、 ジョーディキ/uri, 
kiciginu　aïiru-N　sjumari:L=sja:,　zjo:diki/　ほら、（布が）きれいな藍色に染まって
いるでしょう。上出来だ。
アイ イ゜ ズ゜　[aïïzɯ]　　名詞  
　魚名。アイゴ（藍子）。硬骨魚綱スズキ目アイゴ科に属する海水魚。幼魚の時期はシュ
フと呼ばれる。
例） 　アイ イ゜ ズ゜ーバー　ヤマトゥピィ ト゜ー　アティナクトゥ　ファーンティー






例） 　アイ ダ゜マウ　スクマッジバ、アイ ガ゜メー　ンダンガ　カタズキー　ウキィ゜




例） 　アイ ジ゜ュミヌ　キィ ン゜ユ　プッサーり ガ゜ドゥ、タカシャーり パ゜ズナー







例） 　マイニツィ 　゜キゲーラシャダカー　アイ ズ゜ィ ロ゜ー　ツィ （゜ッ）ファインドー
















例） 　アイ ヌ゜パナー　ユードゥ　ンディーり バ゜　んメ　シュミライドゥ　スィ゜












　例） 　アタ　マタ　クマン　カり ト゜ゥ　アウグマタ　/ata　mata　kuma-N　kaL-tu 
au=gumata/　明日またここで彼と会うつもりだ。
　　   　キィ ヌ゜ー　カり ト゜ゥ　アウガドゥ　トゥビィ タ゜り 　゜/kïnu:　kaL-tu　au-ga-
du　tubï-taL/　昨日彼と会いに行った。xiii
②ヒトと偶然出くわす。出会う。






　例） 　イ ズ゜トゥり ヌ゜　シャナカン　カディマーり ン゜　アイー、クマガミ　ナガシャ






　  　デーン　チューシャータり 　゜ビキウスェ゜ー 、アーティーマイ　シュングトゥ　ピ









例） 　カヌ　ピィ ト゜ゥトー　キィ ム゜ヌ　アーン　/kanu　pïtu-to:　kïmu-nu　a:-N/　あ
の人とは気が合わない。
アウーアウ（ティー）　　[aɯ▲▼aɯ（ti▲▼）]　　副詞 








































例） 　アウギィ シ゜ー　アウギィ 　゜/augï-si:　augï/　扇であおぐ。






























 　 　ウヌ　ナり ヤ゜　ミダ　アウシャダーり 　゜/unu　naL-ja　mida　ausjada:L/　その
実はまだ青い。





























































































































　   /isizjarimicï-N　marubiqti:　cubusu-nu　aufukuri　si:　buL/　砂利道で転んでひざ
が青くふくれ上がっている。｛ 直）~ひざが青ふくれ（を）している ｝






















例） 　アティ　ウドゥルキィ 　゜スィ ト゜ゥイドゥ　ミパナヌ　アウベーリー　ブり  ゜






例） 　ジューグヤンヤ、 アウマミ、アカマミシードゥ　フカギウ　ツィ フ゜ィー　ウェーシ





























例） 　マタ　ブトー　トゥズィ ヌ゜　プーギィ ヌ゜ドゥ　ピンナシャーり バ゜　シミタカー
ドゥ、トゥズィ マ゜イ　バッチャバッチャティー、アトー　アウヤーウ　シー、











































  ⑴ ＊は未確認の音節、- は体系的あきま。未確認の音節の仮名表記も、（（ ））に入れて示した。また
出現が稀である、あるいはそのほとんどが共通語由来の語において現れている音節は、（ ）に入れて
示した。
  ⑵ /cï, sï, zï/は母語話者の音声感覚に従い、｢ツィ˚｣ ｢スィ˚｣ ｢ズィ˚｣ のように表記する。
  ⑶ ｢ん｣ /M/について、/ï, ë, ü/という特殊な母音の表記との区別を明確にするため、『村史』などに
見られる ｢˚｣ をつける表記法（｢ム˚｣）は採用しない。
  ⑷ なお ｢り ｣゜ /L/も、⑶の ｢ん｣ /M/と同様の表記法が採られるべきであろうが、書体によっては ｢リ｣ 
/ri/との見分けの付きにくくなる場合のあることから（ ex.ゴシック体「り｣ ・ ｢リ｣）、｢ ˚｣ をつける
表記法を採用する。但し、片仮名ではなく平仮名の ｢り｣ を用いる。
  ⑸ 母音について、/ë:/と/ ü:/を除く、全ての母音に長短の区別があるが（ex. /a/と/a:/）、表には短母
音のみを示した。また長音記号として、[ ▲▼ ]の代わりに/ : /（コロン）を用いている。













viii  「どうして」について、塩川では主に ｢ヌスタイ｣、仲筋では主に ｢ヌッタイ｣ をそれぞれ使う。




xii  志向形（＊アー （会おう））の形はほとんど使われない。代わりにイジャウ（ /イジョー）の志向形を
用いる。
xiii この用例は、「カり ン゜　アウガドゥ~」のようにni格でも言える。
xiv 発音に関して、近年は「（アウカウ）ズィ （゜zï）」ではなく「ズ （zu）」で発音されることが多い
xv 現代共通語の ｢青い｣ とは異なり、｢あいつはまだ青い｣ などのような言い方はできない。
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